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１．はじめに

　幼稚園・保育所等から小学校への移行期にお
ける児童の適応は、幼小接続や幼小連携などの
言葉で代表される重要な検討課題である。これ
について考える際、これまでは、児童や幼保小
のカリキュラムに働きかけることが中心であっ
た（例えば、アプローチ・カリキュラム、スター
ト・カリキュラムなど１））。一方、移行期の児
童の適応を左右する背景要因の一つである、親
のコンピテンスや親の意識変化などといった

「親」についての研究は、後述するいくつかの
研究が散見される程度である。
　山田・大伴２）は、小学校１年生の保護者を
対象に就学前後の心配事について質問紙調査を
行っており、子どもの友達関係や給食、学習面
などにおいて母親の不安が高く、その不安が就
学前よりも就学後に高まる傾向にあることを示
している。小学校に入学する前の学校生活の様
子がわからない不安が、入学後に払拭されると
いうよりは、むしろ、入学して学校生活が始ま
るとその不安がより具体的になってくるという
ことであろう。
　就学前後の親の期待や不安の意識についての
探索的な研究としては、椋田３）の、母親を対
象とした就学前と就学後の２回にわたる面接調
査がある。語りの中から期待と不安の内容を明
らかにするとともに、その就学前後での変容に
ついて分析している。ここでは、期待や不安の
内容として、山田ら４）も指摘した通り、子ど

もの友達関係や学校生活への適応などのほか
に、親同士の関係や教師との関係などについて
の保護者の期待や不安も示されている。そして、
これらの不安の解消に対して、小学校の情報が
就学前に得られたのか、就学後に小学校での子
どもの様子が情報として得られているのか、あ
るいは第一子か第二子以降かといったことが影
響を及ぼす可能性が示されている。
　また、富山５）６）は、小学校１年生の親を対
象とした調査の中で、椋田７）同様、親の持つ
期待や不安には、子どもの適応と親の適応、学
校との関係に関するものがあり、第２子以降で
不安が軽減されることを指摘している。この研
究では、親自身の適応よりも子どもの適応のほ
うが親の心配事として認識されやすいことが示
されているが、親自身の適応と子どもの適応と
の関係性は示されておらず、親の適応自体の変
容過程については言及されていない。ここまで
みてきたように、これらの研究で扱われている
期待や不安は友達関係や学校生活など「子ども」
を取り巻く内容であり、母親と教師との関係や、
他の親との関係など、親自身の抱く期待や不安
については十分な言及はされていない。親自身
が抱く不安は、就学前後の子どもへのかかわり
や、幼稚園や小学校での親としての振る舞いと
関連することが予想され、子どもが安定して小
学校生活に移行していくためには、母親の期待
や不安が過度にならないことが必要であると考
えられる。いわゆる「幼稚園ママ」から「小学
校ママ」への移行は、親自身の発達における重
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要なライフイベントであり、それに伴う親意識
や親としてのアイデンティティの再構築が行わ
れている時期である。そのため、その移行を円
滑にする要因についての研究が必要だと考えら
れる。
　 海 外 に 目 を 転 ず れ ば、OECD ８） が 移 行

（transition）についてまとめた報告においても、
小学校への移行における親の役割の重要性が示
されている。円滑な移行にとって親子関係の質
が影響を及ぼすこと、親自身が子どもの困難な
どの特徴を理解するのに移行期が重要な時期で
あることがまとめられている。そのうえで、ア
イルランド９）やオーストラリア10）等において
は、保護者が子どもの移行を支えるためのツー
ル（情報提供、認識を高める活動など）が開発
されているとのことだが、これらもやはり子ど
もの移行が中心であり、親自身の移行の課題に
ついては未だ検討が十分ではないことがわか
る。
　こうした小学校への移行期の親の期待や不安
などの意識を考える際に、Wildgruber ら11）12）

は、「個人のレベル」「関係のレベル」「環境の
レベル」の３つのレベルに基づいて捉えること
が必要であるという理論モデルを構築してい
る。「個人のレベル」は、親自身が小学生の親
としての自分をどのように感じているか、子ど
もの様子に関して親が得られる情報の程度など
も含まれる。また「関係性のレベル」とは、教
師や学校との関係、子どもと親との関係、「環
境のレベル」には、親自身の学校生活への関与
が含まれる。このように、親の持つ期待や不安
を３つのレベルで構造的に捉えることによっ
て、どのレベルに働きかける必要があるのかが
はっきりし、移行期の親を支える効果的なアプ
ローチを考えることができる。
　日本ではこのような理論モデルに着目した先
行研究は認められないため、まずは母親の語り
から、小学校への移行期の子どもを持つ母親自
身の期待や不安といった意識を尋ね、就学前後
の期待や不安の内容や変容の状況を把握すると

ともに、３つのレベルに沿って分析・考察し、
今後の研究のための仮説を見出すことを目的と
する。なお、母親の変容を詳細に検討するため、
本研究ではいくつかの事例に焦点化し詳細な質
的分析を試みる。

２．方法

（１）対象者
　面接の対象者は小学校１年生の子どもを持つ
母親３名である。本調査にさきがけ20xx年２
月～３月に、首都圏在住で該当年に子どもが幼
稚園から小学校へと進学する母親を対象に予備
調査を行った。その際面接調査への協力依頼を
行い、それに応じた母親３名に面接を実施した。
先行研究（山田ら、富山）において、子どもの
出生順位が母親の不安軽減に影響することが示
唆されているため、３名の対象者は１年生の子
どもがそれぞれ第１子（母親A）、第２子（母
親B）、第３子（母親C）であり、子どもの出生
順位に偏りがないようにした。
　なお、子どもの養育にかかわるのは母親だけ
ではないが、今回の研究では幼稚園児を対象と
しているため、主たる養育は母親の場合が多い
と考え対象者を母親に限定した。

（２）データ収集の方法
　面接は20xx年７月に、子どもが通っていた
幼稚園あるいは、近隣の地区センター等で実施、
１対１の半構造化面接法を用いて行った。面接
の総時間数は、それぞれ30分（母親A）、33分（母
親B）、34分（母親C）である。
　面接内容は、Wildgruberら13）14）が示した「個
人のレベル」「関係のレベル」「環境のレベル」
という３つのレベルに基づき構成した。「個人
のレベル」としては、「小学校生活を始めた子
どもの捉え」、「小学校生活が始まってからの母
親の生活の変化」という２点を中心に、「関係
のレベル」としては、「教師と母親間の関係に
おける小学校と幼稚園の比較」について尋ねた。
さらに、「個人のレベル」「関係のレベル」「環
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境のレベル」の３つが相互関連した内容として、
「小学校入学前の母親の不安と期待」、「小学校
生活入学後の母親の不安と期待」について聞き
取りを行った。なお、全ての面接は、対象者の
許可を得てICレコーダーで録音を行った。

（３）データ分析方法
　分析には、大谷15）16）が開発した質的データ
分 析 手 法 のSCAT（Steps for Coding and 
Theorization）を用いた。SCATは、テキスト
からの注目すべき語句の抽出、、言い換え、概
念化を経てストーリーラインを記述する解析手
法である。コーディングには①テクスト中の注
目すべき語句の記入、②抽出したテクスト中の
語句の言いかえ、③②を説明するようなテクス
ト外の概念の記入、④全体の文脈を考慮した
テーマ・構成概念の記入、という４つのステッ
プがあり、必要に応じて疑問・課題を記入する
ことになっている。ここでは分析ワークシート
の一部を表１に示す。
　SCATは、質的研究のためのデータ分析方法
として近年多くの研究で用いられるようになっ
た手法であり、その特徴として、小規模なデー
タでも分析が有効なこと、そして、分析の過程
が明示化されることが挙げられる。

　分析に当たっては、まず、録音した面接内容
をテキストデータに書き起こした。質問に対し、
発話者の自発的な発話が続き、途切れるところ
までを一発話とした。各母親の発話数は、27（母
親A）、36（母親B）、40（母親C）である。発
話ごとにIDをつけ、各発話についてコーディ
ングを行った。コーディングは幼児教育につい
ての実践や観察の経験が10年以上の筆者らが
行った。それぞれの面接に対して、各２名が独
立にコーティングを行い、終了後コーディング
内容を検討し合意の上で修正を行った。

３．倫理的配慮

　面接対象者には予め調査の趣旨や目的、面接
内容を録音することなどについて口頭と文書で
説明を行い、合意を得たうえで承諾書に署名を
求めた。また、本論文の中では人名・地名を伏
せて、調査者や関係者を特定できないようにし
た。なお、本研究は、共立女子大学研究倫理審
査委員会の承認を受けた。

４．結果と考察

　ここでは分析ワークシートを基に、母親３名
による語りを分析し示す。それぞれの語りは分
析過程で出てきた中心的な話題をトピックごと

表１．母親への面接の分析例
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にまとめた。その後、全体を通したストーリー
ラインとそこから導かれる理論記述を示す。
　文中の＜数値＞は発話のID、「」は構成概念
をよく表している発話をテキストデータから

（一部）抽出し、例示したものである。

（１）母親Aの語りから
１） 子どもの様子が分からなくなることへの不

安
<A １>「幼稚園は一緒に通っていたので全
部見えていた。（中略）話を聞かなくても行っ
てみれば一目瞭然で、全部わかっていたも
のが今は全部わからない。はじめは子ども
より私の方が心配していた。」
<A ２>「楽しかったことだけ聞く。（中略）
前は何があったのか知りたくて、けっこう
質問攻めにしていたけど、（中略）同じ幼稚
園から小学校にあがったお母さん友達と情
報交換して（中略）いた。」

　母子の密着度が高いからか、分離することで
子どもの様子がわからないことへの不安感が強
くなったことが窺われる<A１>。しかし、子
どもの気持ちを尊重しながら学校の様子を確認
し、他者からも情報を得ようとしている<A２>。

２）小学校と幼稚園の違い
<A３>「先生のスタンスも幼稚園と学校っ
て違う。（中略）まったく別物なんだと１学
期で分かった感じ。」
<A４>「あきらめというか、小学校の先生
を悪く言うわけではないけど、勉強のプロ
で、幼稚園は一人ひとりの特性を見てやっ
てくれていたので、違うものなんだな、」
< A７>「学校の先生は距離感もあるし、（中
略）何をどれくらい話せるのかわからない
なという感じがしている。」

　母親自身、幼小の違いを感じ、分析している。
小学校に対する期待と諦めに揺れながら担任と

の信頼関係について模索している<A３><A４>。
また、幼稚園の担任との信頼関係のように、両
者で子どもを育てるという密着型の教育を望ん
でいるようにも思われる<A７>。

３）子離れの受け入れ
<A11>「これだけ働くお母さんが多い時代
に肩身が狭いけど、本当『おかえり』と言
うだけのために午前中過ごしている。」
<A13>「やはり朝一人で出ていくというの
が私の中では一番大きい変化で、本当知ら
ないところに行って帰ってくるという感じ
なので、」
<A14>「言葉でやりとりできるというのも
また新しい楽しみかなと思っている。」
<A15>「何かやっていこうかな、いかない
となというのもあって、（中略）自分が働く
ことを考えて意識は変わってきた。（中略）
固執していたらいやだろうなって思う部分
がある。」

　子どもと密着した生活から一変したもののど
こかで繋がっていたいという思いからか、子ど
もの帰宅を出迎えたいという気持ちがある
<A11><A13>。子どもの成長を期待しながら、
子どもとのコミュニケーションを楽しもうとし
ている<A14>。一方で、社会進出への迷いや
焦りを感じており、子離れへの意識が語られて
いる<A15>。

４） 小学生の親になるにあたって（保護者同士
の関係）

<A16>「４月は本当に心配だったんだろう
なって自分で思って、（中略）学校入る前は、
PTAとか保護者会とかどういう感じなのか
なと思っていた。（中略）最初は緊張したけ
ど今はいろんな人がいて当たり前だから
なって、」
<A17>「幼稚園の評判とかけっこう敬遠さ
れる。（中略）子どもが楽しくやっていれば
いいかって。お母さんたちと顔を合わせる
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機会もそんなにないですし、いいかなと思
いますけど。」
<A26>「大きいお兄ちゃんお姉ちゃんがい
るお母さんにまずは相談する。（中略）先生
に行く前になんとなくワンクッション置
く。」
<A27>「何も相談したいことは特にないで
すが、（中略）いつでも連絡帳や今度の個別
面談でとおっしゃっていたので、（中略）先
生ってやっぱりお忙しいのかなってちょっ
と思いましたね。」

　他の保護者に対する不安や緊張感があった
が、時間経過により受け入れている<A16>。
しかし、出身園で作られた母親コミュニティー
に依存している傾向が見られ、そのことも影響
してか、新たなコミュニティーへの参加を敬遠
しているようである<A17>。子どものことに
ついて情報収集や相談する場合、方法や相手を
選択している。他者の子育ての様子を見ながら
肯定感を得られる相談者を求めていることが考
えられる<A26>。加えて担任にかかわること
に対してあきらめが示されている<A27>。

　これまでの分析から得られた情報を基にス
トーリーラインを作成する。さらに、ストーリー
ラインから理論記述を示す。

ストーリーライン
　小学校での子どもの様子がわからないこ
とを感じながらも、子どもの報告から小学
校での子どもの姿を捉えようと試みている。
小学校と幼稚園の相違について認識しなが
らも、幼稚園への絶大な信頼とそこまでは
叶わないと感じる小学校への期待を持って
いる。子どもの子離れの必要性を自覚しつ
つ、子どもとのコミュニケーションのあり
方を模索している。新たなコミュニティー
への参集の必要性を感じているが、他者の
目が気になること、自分の自信の無さから

迷いが生じている。

理論記述
・ 小学校での子どもの情報が得られないことへ

の不安を感じる。
・ 新たなコミュニティーへの参入に不安を抱え

る。
・ 小学校入学に伴い、母親自身の変容が求めら

れる。

 （２）母親Bの語りから
１） 子どもの様子が分からなくなることへの不

安
<B １>「自由に参観できる学校なので、た
まに心配なときに参観には行っているんで
すけど。」
<B ２>「お迎えがないのでその分先生と親
の接点とか連絡のやりとりが取れない。（中
略）子どもが注意されていることは本当に
ないのかとかは気になっている。」
<B ５>「いろいろ生活面に関しても不安、（中
略）楽しんでいるからよしとしようか。」
<B ７>「養護の先生、保健の先生（中略）
にはけっこう抱きついたりしている。（中略）
上の学年のお兄さんお姉さんと接する機会
が多いので、そこで甘えたり、自分を出し
たりはしている。」

　子どもの様子がわからないことに対する不安
や不満はあるが、普段から自由に子どもの学校
の様子を観察することが可能なためか<B １>、
子どもの様子からありのままの姿を受け入れよ
うとしている。また、担任教師との距離感を感
じているが、学校の教育方針を理解する姿勢が
ある<B ２><B ５>。学内で信頼できる環境が
あると捉え、子ども同士（友達、年上）の関係
に着目し子どもの安定度を確認しながら、子ど
もを信頼し、柔軟な見通しを持とうとしている
<B ７>。そこには、第二子という既有経験も
関連するものと思われる。そのためか、学校側
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に依存せず自ら子どもの様子を把握しようと意
識しており、子どもの様子に対する不安は、自
己解決しようとしている。

２） 小学生の親になるにあたって（保護者同士
の関係）

<B10>「授業参観のときに一人二人連絡先
を交換するとか、（中略）SNSをしたりメー
ルをしたりはないので、薄いですよね。」
<B11>「私は学校の中に知り合いがいるし、

（中略）安心感はあると思う（中略）電車に
乗ってきている方は（中略）お便りがたよ
りなんだろう」
<B12>「みなさんお忙しいんだろうなって、

（中略）一人で考えてます。」
<B33>「これは他の人には話せないよねっ
ていうのはまず夫に。（中略）まあ担任の先
生どうなのよっていう話だったら、（中略）
帰る方向が同じお母さんが役員をしている
ので、その方に（中略）話はできるんです
けど、ちょっとこの子の言動が…という話
はまだ、お付き合いもこれから先長いので、

（中略）学校が同じ友達にはしない。」

　母親同士の付き合いに依存しないとしながら
も、他者の子育ての関与の仕方が気になる等、
他者の様子を窺いながら優越感を感じている
<B10><B11><B12>。このことから、他者へ
の関心、他者からの圧力があることを垣間見る
ことができる。子どものことについて相談する
内容によって、相談相手を選択しており、人間
関係のあり方についても言及している<B33>。

３）子離れの受け入れ
<B13>「自由な時間は増え、（中略）まあゆ
とりはできた。」
<B14>「上の子が受験の時期に入ってきた
ので、（中略）関心がそちらに。」
<B21>「生活面では（中略）片手離れたか
なというのはあるけど、学習面とか（中略）

自分でできている、できていないが判断で
きないものについては、親の目が必要か
な？」 
<B25>「夫の先輩の仕事を手伝っていると
きがあって、（中略）まあ多少できないこと
はあるけど、できないからって私がそこま
でやらなくても困ってないんだな、この子っ
て。」
<B26>「夫の目も「家庭に入っているんだ
から家のことも整頓、子育てもきっちり」っ
て勝手にそう思ってしまっていたので、
ちょっとそういう点からは解放されたのか
な。」

　子どもの自立に伴い、母親のゆとりがうまれ
子離れが始まっている<B13>。また、第一子
の中学受験に向け意識の変容が重なったものと
思われる<B14>。子どもの自立を客観的、間
接的にサポートし、成長を見守ろうとする態度
を示していた。また、子どもの成長を生活面と
学習面から客観的に見ようとしており、親子相
互の成長が見られた<B21>。母親自身社会と
繋がることの重要性を感じており、社会とのつ
ながりを持つことで、子どもを信頼し子離れす
ることへの安心感が更に高まっている<B25>。
また、社会経験を持つことにより、家庭での自
己の役割の見直しが行われていた<B26>。

　これまでの分析から得られた情報を基にス
トーリーラインを作成する。さらに、ストーリー
ラインから理論記述を示す。

ストーリーライン

　子どもの様子がわからないことへの不安
はあるが、小学校生活に適応していること
で母親は満足している。子育ての既有経験
により、子どもの成長に柔軟な見通しを持っ
て不安を自己解決しようとする意識がある。
一方で学校に関しては同調性の抑圧を感じ
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ており、他者に合わせることで安定を図ろ
うとしている。子どもの自立と共に社会と
の繋がりを持つことで、母親自身の役割に
対する意識が変化しゆとりを持ったサポー
トをしながら母親自身も成長している。

理論記述
・ 第一子の移行期のほうが第２子以降の移

行期に比べて母親の不安は高い。
・ 子どもの安定した適応が母親の安心感に

繋がる。
・ 学校という場の同調性への圧力が、母親

の適応の妨げとなりうる。
・ 母親が社会との繋がり（ここでは職業）

をもつことで親役割に対する意識が変化
する。

・ 子どもの成長を見守ることを通して母親
は自分自身の成長を確認する。

（３）母親Cの語りから
１） 子どもの様子が分からなくなることへの不

安
<C １>「兄２人が行っていた学校なのでよ
く行っていた。（中略）うちは全然平気に入っ
ていっていると思う。」
<C ５>「たった４～６月の３ヶ月で。（中略）
慣れるかってなかなかだと思う。（中略）子
どもってすごいって改めて思う。」
<C10>「ちょっとでも役員をやって、中を
見ておくと、安心して通わせられるという
のはある。」
<C13>「お隣さんだから学校探検行ってく
るねって、（中略）すると母は不安でも、子
どもは知っている学校になるので、（中略）
１年生と交流があるみたいで、そういうの
は大切だなって。」
<C18>「（中略）一人目のときは行きなさいっ
て、みんな行ってるんだから、（中略）って
言えたんだけど、三人目にしてやっと不安
なのかなって。」

<C19>「一人目二人目のときは自分がほと
んど学校に行ってないので、どんな場所か
を私がわかっていない。（中略）あのとき聞
いてあげたらよかったなって。（中略）今だ
からわかる。」

　既有経験の豊富さ、担任との距離の近さ、良
好な関係性を持つことで、安心度が高いことが
窺われる<C １>。また、短期間で子どもが、
学校生活に適応する姿を見て満足している<C
５>。学校への積極的関与によって得られる安
心感があることがわかる<C10>。幼小交流が、
子どもの未知の場と人間関係の広がり、子ども
の不安感の減少につながる。それが、母親の不
安感の減少に繋がると考えられる<C13>。ま
た、第一子を振り返って、親は学校生活を知ら
ないことへの不安、子どもは母親から離れるこ
とへの不安等、新しい環境移行への不安が特に
第一子が入学する母親に高く<C18>、そうし
た不安への共感の必要性があることに気付く
<C19>。

２）子離れの受けれ
<C26>「『お母さん明日から来なくていい
よ』って言われてたんだけど、心配でこっ
そり見てました。」
<C30>「その間に家のことができるので、
楽にはなった。（中略）いない間にもうちょっ
と家のことができるので、ちょっとは楽に
なりました。」

　子離れに関する不安、子どもの自立の受容と
それに伴う寂しさを感じている<C26>。その
反面、母親自身が開放感を感じていることがわ
かる<C30>。
　これまでの分析から得られた情報を基にス
トーリーラインを作成する。さらに、ストーリー
ラインから理論記述を示す。
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ストーリーライン
子育ての既有経験の豊富さ、学校への積極
的関与、子ども自身が小学校に対する知識
を入学前から持っていることで母親は安心
が得られる。さらに、子どもの様子を冷静
に見ることで、新しい環境移行への子ども
の不安に対して共感の必要性があることに
気付いた。また、子離れに対する不安と子
どもの自立を受け入れるというアンビバレ
ンツな気持ちが混在する。

理論記述
・ 子育ての既有経験が安心感に繋がる。
・ 教師との良好な関係と、学校への積極的

関与が安心感に繋がる。
・ 子ども自身の小学校に対する予備体験・

知識が親の不安を軽減させる。
・ 子どもへの共感的かかわりが移行を支え

る。
　ここでは、母親A、B、Cそれぞれの解析に
より得られた理論記述をWildgruberら17）18）が
捉えた、「個人のレベル」「関係のレベル」「環
境のレベル」の３つのレベルに沿って表２に整
理し、総合的にまとめてみる。
　「個人のレベル」では、母親B、Cのように「子
育ての既有経験が安心感に繋がる。」とあるが、
その反面、母親Aのように子どもが第一子の場

合は、小学校での子どもの情報が得られないこ
とに不安を覚える場合も存在することが見られ
た。また、環境の変化に伴い母親自身の変容が
求められる点も見出された。「関係のレベル」
では、母親として子どもを小学校生活に適応さ
せることに集中するが、子どもの気持ちに共感
することが移行期を支えることに繋がることが
示された。また、教師や母親同士との距離感を
良好に保とうとする意識が働くが、学校という
場には周りに合わせなければいけないという

「同調性の圧力」を感じてしまうという「環境
のレベル」での問題がある。そのことが、周囲
との関係性の構築を妨げる要因にもなりうる。
その他、「環境のレベル」の仮説として、子ど
も自身が小学校に対する知識を入学前から持っ
ていることで母親は安心を得ることができると
いう点が見出された。

５．今後の課題

　本研究では、これまであまり研究されてこな
かった幼小移行期の子どもをもつ母親の適応に
焦点を当てた結果、今後の研究にとって重要な
仮説を見出すことができた。すなわち、子ども
が安定して小学校生活に移行していくために
は、環境の変化に応じて母親自身の変容が求め
られ、母親と教師との関係や他の親との関係、
親子関係の質が影響することが示された。また、

表２．理論記述の３つのレベルへの分類

母　親　A 母　親　B 母　親　C

・第一子の移行期のほうが第二子以
降の移行期に比べて母親の不安は高
い。

・母親が社会との繋がり（ここでは職
業）をもつことで親役割に対する意識
が変化する。

・子どもの成長を見守ることを通して母
親は自分自身の成長を確認する。

・教師との良好な関係と、学校への積極
的関与が安心感に繋がる。

・子どもの安定した適応が母親の安心
感に繋がる。

・子どもへの共感的かかわりが移行を支
える。

環境のレベル
・小学校入学に伴い、母親自身の変
容が求められる。

・学校という場の同調性への圧力が、
母親の適応の妨げとなりうる。

・子ども自身の小学校に対する予備体験・
知識が母親の不安を軽減させる。

表 2．理論記述の3つのレベルへの分類

個人のレベル

関係のレベル
・新たなコミュニティーへの参入に不
安を抱える。

・小学校での子どもの情報が得られ
ないことに不安を感じる。

・子育ての既有経験が安心感に繋がる。
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就学前に子どもが小学校見学や交流活動を母親
に報告することで安心が得られることが示され
た。
　したがって、今後の課題は、考察でまとめた
３つのレベルの仮説に基づいた質問紙を作成
し、小学校入学前と入学後の子どもの母親に対
して調査研究を実施し、仮説の検証を行うこと
である。さらに、その結果を足掛かりとして幼
小移行期の母親支援方法の開発に着手すること
である。
　本研究の問題点として、対象を幼稚園出身の
子どもの母親に限定した点がある。近年、保育
所や認定こども園などに子どもを通わせる家庭
が増加する中で、今後は、それらの保育施設か
ら小学校への移行期に直面している母親の適応
にも視野を広げる必要がある。
　また、対象者と面接者が初対面ということも
あり、面接では、母親の適応にとって重要な背
景要因である家族間のダイナミックスなどの個
人要因にまでは踏み込めていない点は否めな
い。この点については、面接調査よりも間接的
に回答の得られる質問紙調査を通して今後明ら
かにしていく必要がある。
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